
ルピナス

愛らしいブルーパープルの草花で
爽やかな朝にぴったりのリビングフラワー

■ 葉もみずみずしい鮮度の良いものを選びましょう。
■ 水替えと切り戻しを、面倒でも毎日するのが理想の花です。
■ 樹液を多く出す植物で、水が下がりやすいので、切り花栄養剤を使用する
場合でも3日に一度は水替えをし、茎を切り戻してあげましょう。

プロが伝授！花を長く楽しむアドバイス

花言葉 想像力（イマジネーション）／いつも幸せ

使っている花 ■ ルピナス、
ラナンキュラス（シレンテ）、
タラスピオファリム

軽やかな花と明るいグリーンの草花
晩春から初夏のガーデンを爽やかに
彩るルピナス。春の草花として重宝な
切り花は少し早く出荷の最盛期を迎
えます。マメ科の植物ですが、藤の花
を逆さにしたような花穂が印象的で
「のぼり藤」の和名もあります。庭に
咲くルピナスを家の中に飾る際は、日
中ではなく早朝にカットしてあげると
水が揚がりやすいですよ。

お家で簡単！3ステップアレンジ

①最初に、全ての花材の水に浸かる部分の葉を取り除きましょう。
②器の縁を利用しながら、大輪系のラナンキュラスを活けます。
③ルピナスは、明るい黄緑色の葉も生かしながらのびやかにあしらいます。ルピ
ナスに混ぜ込むように、小分けにしたタラスピオファリムを挿せば出来上がり！
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